
 

 

 

 

 

 

 

 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

理

論

編

１  

「 考 え ， 議 論 す

る 道 徳 」 の 実 際  

 

 

 

理 論  

「 教 科 化 の 背 景 」  

「 道 徳 科 の 目 標 」  

「『 考 え ，議 論 す る 道 徳 』

の 捉 え 方 」 ｐ ５ ～ ８  

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 教 師 の 明 確 な 意 図 」  

ｐ ６ ６  

「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の

ポ イ ン ト 」  ｐ ６ １  

 

ね ら い  提 案 授 業 を 基 に ，「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」の 授 業 を

構 想 す る 際 に 押 さ え て お き た い 理 論 に つ い て ， 共

通 理 解 を 図 る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 基 本 的 な 理 論 を 確 認 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 明 確 な 意 図 を 持 っ て 授 業 を

構 想 す る こ と に つ い て 確 認 す る 。  

③ サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 学 習 指 導 過 程 を 構 想 す る 際

に 押 さ え て お き た い こ と を 確 認 す る 。  

④ 提 案 授 業 の 学 習 指 導 案 と 「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の

ポ イ ン ト 」を 照 ら し 合 わ せ ，実 際 の 授 業 の ね ら い

や 学 習 指 導 過 程 ， 発 問 に つ い て 具 体 的 な イ メ ー

ジ を 持 つ 。  

 

 

 

 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

演

習

編

１  

見 取 り と 評 価 の

具 体  

 

 

 

 

 

 

 

 

道 徳 科 の 評 価  

「 評 価 の 意 義 」 ｐ ８ ５  

「 大 く く り な ま と ま り

で の 評 価 」   

ｐ ９ ０ ～ ９ １  

ね ら い  児 童 生 徒 の 実 際 の 記 述 を 活 用 し ， 道 徳 科 の 評 価 の

基 本 的 な 考 え 方 を 基 に ， 見 取 り を 体 験 す る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 評 価 の 基 本 的 な 考 え 方 を 確

認 す る 。  

（ 児 童 生 徒 の 記 述 の コ ピ ー を 配 る 。）  

② 児 童 生 徒 の 実 際 の 記 述 を 見 て ， 実 際 に 見 取 り を

行 う 。「 自 分 と の 関 わ り で 考 え て い る 」部 分 に は

青 線 ，「 一 面 的 な 見 方 か ら 多 面 的 ・ 多 角 的 な 見 方

へ と 発 展 さ せ て い る 」 部 分 に は 赤 線 を 引 く 。  

③ ど の 部 分 に 線 を 引 い た か ， 情 報 交 換 を す る 。  

④（ 可 能 で あ れ ば ）事 前 に 準 備 し た 評 価 の 例 を 共 有

し ， 見 取 っ た 情 報 を ど の よ う に 評 価 に つ な げ た

ら よ い か を 確 認 す る 。  

 

 

 

 

  ②30 分コース「実践ミニ研修」（放課後など）  

理論編  

演習編  
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ね  

ら  

い  

提 案 授 業 を 基 に 「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」 の 大 ま か な 学 習 指 導 過 程 の 構 想 の 方 法

に つ い て 知 り ， 授 業 実 践 に 生 か す こ と が で き る よ う に す る 。  

 

準  

備  

物  

参 加 教 師 ： サ ポ ー ト ブ ッ ク ， 提 案 授 業 の 指 導 案  

進 行 役 の 教 師 ： Ｐ Ｃ ， 大 型 提 示 装 置 （ Ｔ Ｖ ， プ ロ ジ ェ ク タ な ど ）， ス ラ イ ド  

※ 事 前 に 道 徳 の 提 案 授 業 を 全 員 で 参 観 す る 。  

研  

修  

の  

流  

れ  

時 間  活 動 内 容  進 行 手 順  

30 秒  ね ら い の 確 認  「 道 徳 が 教 科 化 さ れ た ば か り で ，不 安 な こ と も あ る と

思 い ま す 。今 日 は ，道 徳 の 授 業 の 方 向 性 を み ん な で

確 認 し ，具 体 的 に ど の よ う に 授 業 を 構 想 す れ ば よ い

の か 提 案 授 業 を 基 に 考 え て い き ま し ょ う 。」  

５ 分  「 理 論 」 に つ い

て の 説 明  

・ サ ポ ー ト ブ ッ ク 「 教 科 化 の 背 景 」「 道 徳 科 の 目 標 」

「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 と は 」 を 基 に 説 明 す る 。  

５ 分  「 教 師 の 明 確 な 意

図 」に つ い て の 説 明  

・サ ポ ー ト ブ ッ ク「 教 師 の 明 確 な 意 図 」を 基 に 説 明 す

る 。  

15 分  「 学 習 指 導 過 程

４ つ の ポ イ ン

ト 」 に つ い て の

説 明  

 

 

・サ ポ ー ト ブ ッ ク「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の ポ イ ン ト 」を

基 に ， 具 体 例 を 踏 ま え て 説 明 す る 。  

「 ポ イ ン ト の １ つ 目 は ，ね ら い と す る 道 徳 的 価 値 に つ

い て の 問 題 意 識 を 持 た せ る こ と で す 。主 に 導 入 の 場

面 で ，主 題 に 対 す る 児 童 生 徒 の 興 味 関 心 を 高 め る 活

動 や 発 問 を 行 い ま す 。児 童 生 徒 に「 考 え た い 」と 思

わ せ ，自 分 と の 関 わ り で 考 え さ せ ま す 。サ ポ ー ト ブ

ッ ク ６ ８ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。例 え ば ，日 常 生 活

の ア ン ケ ー ト 結 果 を 提 示 す る こ と ，学 校 行 事 等 の 体

験 活 動 を 振 り 返 る こ と な ど の 工 夫 例 が 示 さ れ て い

ま す 。今 日 行 っ た「 〇 〇 〇（ 教 材 名 ）」の 授 業 で は ，

導 入 の 場 面 で 〇 〇 を 想 起 さ せ ，〇 〇 を 問 う こ と で 問

題 意 識 を 持 た せ る 働 き か け を 行 い ま し た 。  

ポ イ ン ト の ２ つ 目 は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 」  

 ま と め  

質 疑 応 答  

「 私 た ち 教 師 が 明 確 な 意 図 を 持 ち ，４ つ の ポ イ ン ト を

取 り 入 れ な が ら 授 業 を 構 想 し て い き ま し ょ う 。」  

 

 

 

４ 分 30 秒  

ス ラ イ ド 例  

研修会の進め方  

（例）30 分コース「実践ミニ研修」 

理論編１ 「『考え，議論する道徳』の実際」 

 

 


